



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































治療任務 安全 想起と追悼 再結合
時間的指向 現在 過去 現在、未来
焦点 自己管理 外傷 対人関係
メンバー 同質的 同質的 多様
境界 柔軟 クローズド 安定してゆっくり
密接性 中程度 きわめて高い 高い
葛藤への耐性 低い 低い 高い
時間制限 特に定めない きちんと決める 特に定めない
構造 教育的 目的指向的 構造化しない
実例 十二段階プログラム 生存者グループ 対人関係的集団精神療法
心的外傷と回復（ハーマン、1992）から抜粋
　それによると，第一段階のグループの一次的課題は安全を確立することにある。その焦点は基本的
な自己管理（セルフ・ケア）に焦点を当て，毎回一日を費やす。第二段階のグループの課題は，外傷
的事件を表現することである。その焦点は過去と折り合いをつけることにある。第三段階のグループ
の一次的課題は，生存者をふつうの人たちのコミュニティに再統合することにある。その焦点は現在
の対人関係にある。すなわち，グループが成功するためには，その治療の任務について明快で焦点の
176
定まった理解が不可欠であり，すべての参加者を外傷の再演の危機から適切かつ十分に守る構造がな
ければならないのである。
5．トラウマワークとしてのサイコドラマ
1）サイコドラマについて
i定義
　サイコドラマは，Moreno，　J．　L．（1946）によって創始された。彼によると，「サイコドラマとは，
ドラマ的方法によって，人間存在の真実および環境場面の現実を探求する科学である」と定義され，
当時の精神分析学を意識しながら独自の方法で自らの方法を探求，実践していった。わが国では，一
般に心理劇と呼ばれており，集団精神療法の一つの技法である。そして，集団精神療法には言語を媒
介とする接近法から非言語による接近法まで幅広くバリエーションがあり，サイコドラマは，非言
語，特にアクションを介在しているところにその特徴を有する。すなわち，即興的なドラマ表現を媒
介として個人に自己理解あるいは自己洞察をもたらすことを期待した臨床心理学的援助法なのであ
る。また，厳密には，わが国で使われている「心理劇」という用語は，個人に焦点をあてるサイコド
ラマ，集団の課題に焦点を当てるソシオドラマ，役割機能の発展をめざすロールトレーニングを総称
した呼び方であり，さらに，ロールトレーニングは，わが国では「ロールプレイング（役割演技）」
として主に教育領域において独自に発展してきた。いずれの方法も，アクションを基盤に置いている
ところが共通している。なお，その適用範囲は幅広く，精神科臨床，学校教育，矯正，司法領域など
多方面にわたっている。
ii構成要素
　サイコドラマの構成要素として，主治療者の「監督」，中心となって演じる「主役」，相手役として
の「補助自我」，ドラマを見ている「観客」，そして，演じられる場としての「舞台」の5つが存在す
る。
　「監督」は，文字どおりサイコドラマ集団のリーダーのことであるが，あえて監督（ディレクター）
と呼ぶのは，他の精神療法に比較して，かなり能動的な機能を有しているからである。ある時は万能
の神，そしてある時は見えない影となって場を支える演出者として働く。Kellermann（1992）によれ
ば，その専門的役割は，治療者，グループリーダー，分析家プロデューサーの4つに分類され，そ
れぞれの最終目標として，解釈学，美学，癒し，社会性を対応させた。
　「主役」とは，個人の主題を集団に提示し，実際に監督やスタッフそしてメンバーに支えられなが
ら場を進行させる主演者のことである。原語では「プロタゴニスト」と呼ばれる。個人に焦点を当て
るサイコドラマでは，この主役を中心にして場が進められ，通常，主役になりたいと希望する者が自
らの自発性に基づいて集団の前でその意志を表明し，主役となった者は，監督やスタッフの援助を受
けながら場面を設定してその役割を実際に演じる。なお，言うまでもなく，主役選択のプロセスでは
メンバーの自発性が尊重されなければならないが，集団の凝集性が乏しく，相互の信頼関係を築けて
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いない段階では無理に主役を決めるのではなく，その前段階として集団全体へのウォーミングアップ
が必要となる。メンバーは，監督によって主役になることを励まされ，場面に応じて，強い動機づけ
がなされることもある。
　「補助自我」は，主役を含めた参加者の自我を補助する人たち全般をさす。すなわち，ドラマの場
面構成と展開に主役の必要とする相手役を引き受けて，主役と共に舞台で演じる人である。主役は自
分の内的世界についてはそれほど明確に気づいていないものなので，補助自我は，その理解と洞察に
向けて援助し，主役の表出を助ける。たとえば，主役の「もう一人の自分役」になって，主役自身に
意識されていない感情や心的機制を意識化させて，洞察およびカタルシスに導く。
　なお，Zerka　Moreno（1965）は，補助自我の機能として以下の5点を挙げた。
①主役の要求する役をとり，劇の世界を主役と一緒に構成する。
②主役が認識する通りの「他者」を忠実に演じ，そのやりとりを通して主役が自分自身とその「他者」
との関係について洞察が深まるようにする。
③主役の認識を越えて補助自我の解釈による「他者」を演じ，その場にいない「他者」との関係につ
いて主役が新しい認識を得られるようにする。
④「他者」の役割の中で主役を解釈したり，支持したりして主役が内面的にも対人的にもよりよい適
応と調和が得られるように援助する。
⑤主役がより現実的にかつ自発的に新しい社会的行動を取ることができるように援助する。特に，精
神障害者の場合など，主役の社会的リハビリテーションを助ける役をすることになる。
　「観客」は，文字通り周囲でドラマを見ているメンバーのことである。しかし，通常の演劇の観客
のように，ただ見ているだけの傍観者とは異なり，主役を援助する補助自我の役割を期待される。実
際に，主演者からその相手役に選ばれたり，監督からドラマの設定に必要な役割に選ばれることもあ
ろう。そのようなときは，即座に観客から重要な他者へと役割が変わる。したがって，観客といえど
も，ドラマの進行のために場への参加を期待される重要なツールなのである。また，観客の演者らに
対する様々な反応はドラマの進行に影響を与える。演者は，観客の笑い，ため息涙，そしてまなざ
しによって，励まされ，落ち込み，緊張し，そして，リラックスするからである。主役が自己表現で層
きる安全な場を確保できるかどうかは観客の関わり方に依存している。最後に，観客は，セッション
終了部分の「シェアリング」のところで自分自身の体験を表明する機会が与えられ，個人から集団へ
と共感の場が広げられる。
　「舞台」については，モレノが設立したニューヨーク州モレノ研究所には，円形3段舞台，バルコ
ニー付という場が存在していた。彼は，高さに応じてウォームアップの段階を区別し，最上階に上
がったときドラマ的世界に到達するものと考えた。バルコニーもドラマのプロセスの中で効果的に利
用される。たとえば怖い父親暴君的独裁者，あるいは，神の声などは，高い位置にあるバルコニー
に上がってその役割を取ることで，より効果的にその権威を演出できる。また，照明も適切に利用す
ることで，無意識の世界や過去の闇の世界，あるいは，明るい昼間の世界などを演出するのに有効で
あろう。通常の社会ではおよそ不可能な役割や状況であっても，舞台という安全な枠のもとで実現を
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可能にし，非現実を現実に表出できる。すなわち，舞台は，精神療法における構造としての外枠機能
を有している。もっとも，実際の臨床では，バルコニー付き舞台を望めるはずはなく，多くの場合
椅子で囲んだ丸い空間を舞台として機能させている。演じる場所にじゅうたんを敷くことによって区
切ることもあるが，守られた空間を意識できるのであればそれほど大袈裟な装置は必要ないであろ
う。
iii使用する技法
　セラピストである監督が実際のセッションで使用する具体的な技法は大きく3つ挙げられる。ま
ず，役割交換法（role　reversa1）。たとえば即興のドラマにおいて，母親と娘が対話している場面で，
それまで母親を演じていた者が換わって娘役を，それまでの娘役は母親役を取るというように役割の
交換を行うという方法である。これによって，他者の立場から自分を見つめるということを可能にす
る。また，他者の現実を内側から知る手がかりを得ることになり，有効に参加者の洞察を促すと言え
よう。場の展開が膠着しているとき役割交換を行うことによって，次の新たな展開をもたらすことが
少なくない。次に，二重自我法（double）。主役である演者に，「もう一人の自分」を参加者の中から
選んでもらい，その自分役の他者と相互的な交流をするという方法である。この場合，「もう一人の
自分」役割を「ダブル」と呼ぶ。監督の意図を直接演者に伝えることのできるダブル役割の意味は大
きく，時には主役の知覚する力量の上をいき，その場にいない他者に関する解釈を求められる。また，
必要に応じて，主役の中にある側面の一つを誇張したり，あるいは否定したりしながら，主役自身が
自らを理解するための援助を行う。したがって，ダブルは重要な補助自我の一つである。そして，鏡
映法（mirror）。自己の役割を自分ではない他者に演じてもらうことによって，あたかも，鏡を見る
かのように自分を観察することを可能にするという方法である。たとえば，ドラマの途中で，主役が
混乱してどのように進めていいのか戸惑ってしまったとき，一旦その主役をその場から離れさせ，代
わりに他のメンバーに同じ状況を再現してもらう。この一連の自分への観察によって，自己への新た
な気づきを獲得することが可能となる。
iv　1セッションの流れ
　1セッションは「ウォーミングアップ」，「ドラマ」，「シェアリング」の3段階から成立している。
「ウォーミングアップ」は，集団全体の緊張感を軽減させるための段階で，軽い体操やゲーム，声を
出すなど様々な緊張緩和のための方法が考案されている。また，同時に日常生活空間からドラマ世界
への橋渡しの意味も有している。集団レベルから個人レベルにウォーミングアップが深まって，第2
段階の「ドラマ」に入る。主役という個人に焦点を当てる場合は，主役へのウォーミングアップから
直面化，そして，統合化を経てドラマは終わる。その後，それぞれの取った役割の解除という儀式的
行為を経て，第3段階の「シェアリング」に至る。そこでは，参加者各自がドラマを見て感じたこと，
自分自身の体験の中で思い出したことを表明してもらうのであって，知的な解釈や分析を語る場では
ない。また，シェアリングは，ドラマ的世界から現実の日常生活へ戻るための橋渡しの機能を有して
いる。なお，実際のセッションでは，ここに述べた3段階を明確に分けることはなく，むしろ，スムー
ズに進んでいるセッションでは境界が曖昧になるものである。通常，ウォーミングアップ20分，ドラ
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マ40分，シェアリング2（扮程度を費やし，全体でおよそ90分を要する。
2）トラウマワークの実際
　事例一カツミ28歳（会社員，独身）－
i　トラウマ記憶
　小学校3年生の夏，近所の中学生たちから因縁を付けられて，股間にけりを入れられて金銭を奪わ
れた思い出。現在，そのことを思い出すたびに，胸がドキドキして落ち着かなくなる。今でも何かヤ
ンキー風の若者が怖い。
iiサイコドラマグルー一一プの構造
　監督である筆者，補助自我スタッフを含めた計14名（男性6名，女性8名）で構成されるクロー
ズドグループ。グループは1泊2日の合宿形式で運営され，参加者に制限は設けず，年齢層は20代か
ら50代にわたる。参加に際しては「個人のためのサイコドラマ」という案内が事前になされており，
メンバーの社会適応はおおむね良好であり，メンバーは個人の自己洞察あるいは自己成長を目的とし
て参加している。
iiiセッションの経過
①ウォーミングアツプ
　自由に歩き回っての自己紹介を一通り終えて，監督が「これまでの人生で楽しかった瞬間を思い出
してください，そして，ここにU字に並べてある椅子が人生のラインだとイメージして自分の楽し
かった思い出の年齢の椅子に行ってください」と指示する。U字型に並べられた10数脚の椅子は，そ
の端を0歳反対側の端を100歳と想定して，参加者には自分の選んだ年齢の椅子に行ってもらう。
この際，できるだけメンバー全員が見渡せるように一列に並んでU字となるように配慮した。ここ
で，一通りメンバーは自分にとって楽しかった思い出を語り，あるいは，適宜，ミニドラマにして再
現した。次に，監督は「これまでの人生で転機となる出来事のあった年齢の椅子に行ってください」
と続け，同じように並んでもらい，時にことばで時にアクションで自己表現してもらった。そして，
最後に，「これまでの人生で辛かった出来事，最悪の出来事のあった年齢の椅子に行ってください」
と指示した。この指示がいわゆるトラウマ記憶の喚起につながるもので，ここでは，自分に近い位置
にいるメンバー2，3人を小グループにして，お互いの体験を語り合う。こうした一連のプロセスで
主役を募り，本人の希望で，カッミ（28歳）が主役となった。
②ドラマ
　カツミは，静かに自らのトラウマ体験を語った。それによると，「小学校2年生の夏休みの夕方，
一人で友達の家から帰る途中に高架橋の下で，中学生数人に囲まれて被害に遭った」ということで
あった。相手は見知らぬヤンキー風の中学生で，その中の1人に腕を捕まれ，膝でカツミの股間が蹴
られたのである。そのとき，財布を出せと言われて，3百円を取られた。カツミはあまりの恐ろしさ
に声も出せず，中学生たちの言いなりになっていた。そのことは，帰ってすぐ母親に話したが，当時
母親は生後2歳になる妹のことで手一杯であり，取られた金銭も高額でなかったこともあり，とり
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あってくれなかった。そのまま警察に届けることもなく時は過ぎていった。「今でもトンネルのよう
な暗いところが苦手です。あとヤンキー風の若者を見るとドキドキしてしまう」と語る。
〈場面1　再現ドラマ〉
　監督は，まず最初に，カツミのためにセッションを通して常に味方になってくれる「ボディガード」
役を選ぶように指示し，ここでは，サトシが選ばれた。また，小学校2年生のカッミ役としてヨシア
キが選ばれた。これによって，本人は直接演じる必要がなく，他者の演じる自分を外から見ていれば
いいのである。さらに，カツミによって，中学生，母親そして，高架橋という建築物がメンバーか
ら選択された。ヨシアキと相手役たちは，カツミの指示に従いながら忠実にトラウマとなった場面を
再現する。ここでは，視覚的なものを重視しながら，トンネルの広さ，配置などが再現された。
　ここでトラウマ記憶が再演される。すなわち，中学生から受けた脅し，股間への蹴り，3百円取ら
れたこと，そして，母親がとりあってくれなかった想い出である。カッミは，サトシと一緒に，緊張
した面もちで，ときおり，照れ笑いを浮かべて，他者によって演じられた一連のドラマを見ている。
このとき，ボディガード役のサトシは，カツミの背中をさすりながら支え，ときに励ます。そして，
カツミは「あの場所に戻ったみたい・・」と語る。一通り再現ドラマが終わったところで監督の介入。
〈場面2　修正ドラマ1＞
監督：はい，ストップ。（カツミに）この場面をあなたのやり方で変えてみましょう。ここは，サイ
コドラマの世界ですから，何でもできます1どのように歴史を変えたいですか？（予め用意してあっ
たタオル数枚を主役に渡し）あなたが変えたいと思ったところでこのタオルを投げ入れてください。
何枚投げてもいいです。タオルの数だけストーリーを変えることができる。大人になったあなたが小
さいときの自分を助けてあげてください。（希望に満ちた感じで伝える）
カツミ：（戸惑いながら）中学生たちに「上級生が寄ってたかって子どもをいじめてんじゃね一よ」っ
て言いたいですね。あと，家に帰ったときにお母さんに僕の話を聴いてほしかったな・・。妹ばかりっ
て思ってたから。こうして，再び演じられた場面に向かって，カツミは，中学生に脅しを受けたとこ
ろと，母親に話を聴いてもらえなかったところにタオルを投げた。
＜場面3　修正ドラマ2＞
監督：では，今，新しい物語を作っていきましょう。言いたいことを伝えてみて。そのことをはっき
り言うために，ここで，あなたに何があったら彼らに言いやすいでしょうか？
カツミ：（しばらく考えている）
　監督嫁参加者に向かって，カッミにとって何が必要なのか，何があれば主役は言いやすいかとい
う問いかけをして，メンバーからアイデア募集という状況を作る。メンバーは，それぞれ，「金属バッ
ト」「勇気」「パワー」「アントニオ猪木」「朝青龍」「わがままさ」「甘えられるドロップ」などとユー
モア混じりに答えた。その中でカツミは嬉しそうに「アントニオ猪木」と「甘えられるドロップ」を
選択した。
監督：「アントニオ猪木」と「ドロップ」になってもらう人を選んでください。
　ここで，「アントニオ猪木」にヨシヒコ，「ドロップ」にサナエが選ばれた。監督は，この2つの場
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面を取り上げ，それぞれカツミの望むような修正ドラマを行う。
カツミ：（アントニオ猪木役のヨシヒコは背中を支えている）（中学生に向かって）
いい加減にしろよ！1小学生をいじめてるんじゃね一，この中坊が1このことが大きくなってもずっ
と引きずることになるんだよ。おまえらにはわからないだろ1
　ここで，猪木役と一緒に中学生を部屋の外に出すという場面が演じられた。
〈場面4　修正ドラマ3＞
　次に，家に帰ったカツミが，「甘えドロップ」のサナエと一緒に，お母さんに向き合うという場面
になるがカツミはなかなかうまく母親に言えないのを見て，サナエが，猫のような甘えた声で語り
出す。
サナエ（甘えドロップ役）：ねえねえ，聴いて聴いてよ。今日は大変だったんだよ。（膝の上に乗り）
ものすごく怖かったんだ。お金も取られたし・・。エー一ン，エー一ン（と泣き出す）。
　それに勇気づけられたかのように，今度は，カツミ自身から母親への思いが語られた。
カツミ：まじでやばかったんだ1怖かった，怖かった・・。（母親役にしがみついた）いつもマキちゃ
ん（妹の名）のことばかりで，僕の方も見て，見て，見て。
　監督は，ここで役割交換を指示する。すなわち，カツミに母親役をとらせた。
カツミ（母親役）：ごめんね，つい小さい子にばかり目がいってたから，あなたのことはなかなか見
てあげられなくて・・。あなたはいつもいい子で手がかからなかったわね・・あなたもマキと同じよ
うに大切ですよ。
　続いて監督は，役割を戻して，この同じ母のことばをカツミ自身に聞かせた。
母親役：ごめんね，つい小さい子にばかり目がいってたから，あなたのことはなかなか見てあげられ
なくて・・。あなたはいつもいい子で手がかからなかったわね・・あなたもマキと同じように大切で
すよ。
カッミ：（しみじみと）ありがとう・・（母親と抱き合う）。
〈場面5　救済ドラマ〉
監督：今，あの頃7歳の自分に何か伝えたいことはありませんか？
カツミ：（7歳役ヨシアキを抱きしめながら）辛かったよね。怖かったよね。よく耐えたね。もう大
丈夫だからね。
ヨシアキ：うん，怖かったけと㌔・。助けてくれてありがとう。
監督：ここで役割交換しましょう。
ヨシアキ：（カツミを抱きしめながら）辛かったよね。怖かったよね。よく耐えたね。もう大丈夫だ
からね。
カツミ（7歳役）：（涙して）怖かった。でも，助けに来てくれて嬉しかった。お母さんにも言いたい
こと言えてよかった。僕はずっと長男としていい子で来たから・・。
＜場面6　統合ドラマ1＞
監督：では，今の気持ちをダブル役のサトシと話してください。
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カツミ：（サトシと一緒に歩きながら）いや一今日は疲れたね。でもすっきりした。サトシ：よく頑
張りました。しんどい作業だった。
カツミ：（うなつく）ずっと気になっていたから，やっとできた，って感じ。
＜場面7　統合ドラマ2＞
監督：最後のシーンですが，今日のドラマを誰かに報告してください。今日の体験を誰に伝えたいで
すか？
カツミ：そうですね・・。高校時代の親友の森君に今日のことを話したいです。
監督：森君を選んでください。
　カツミは，森君役にタケシを選択する。そこで，これまでのドラマの報告をするという場面を演じ
る。カツミは，一仕事やり終えたという印象で，ホッとした安堵の表情を示していた。これにてドラ
マ終了。
③役割解除
　監督は，登場人物全員に起立してもらい，カツミに各個人へ役割解除のことばをかけるように指示
する。「あなたは甘えドロップではなくサナエさんです。サナエさんに戻ってください」というよう
に主役のカツミから役を取った者たちに対して役割を解除するための儀式的行為がなされた。
④シェアリング
　参加者からそれぞれドラマの感想が語られる段階である。また，ドラマの中で役割を取っていたメ
ンバーからは，役割からの感想も語られる。
A子；私は小さい時から‘お姉ちゃんなんだからいい子でいなさい’我慢するのは当たり前よ’と
よく言われていた。カツミさんがドラマで妹の心配までしているのを見て，私も同じだったなと思い
ました。長男長女って大変ですよね・・（笑い）
B男；私も主役と同じでヤンキー風の人に対して異常に構えてしまうんです。何か暴力って苦手
で・・。
C作；中学生をやったんですが，アントニオ猪木が出てくるシーンでは，ちょっとびびった（一同
笑）。カツミさんは毅然としていたし，何かこっちが強く言えなくなってしまって・・。途中からカ
ツミさんの雰囲気が全然違ったので，こちらも，お一という感じだった。
サトシ；本人のダブルをやらせてもらったんですが，中学生を外に出したときは，私も「やっ
た一1」って叫んでました。スッキリした。実は僕も小さいときにいじめられた経験があって，僕を
選んだときにやっぱり来たって思いました。選んでくれてありがとうって言いたいです。
　そして，最後に，カツミから感想が語られた。
カツミ：この想い出は，どういうわけか忘れられなくて，何かのときに出てくるんです。いつか，サ
イコドラマでやりたいなって思ってて，今日は勇気を出してやれて良かった。みんなが一緒になって
真剣にやってくれたので，はじめは申し訳ないなって感じてたけど，みんなの顔を見てて僕もやるっ
ていうか，勇気をもらった。
それに自分だけの悩みと思っていたけど，みんなの話を聞いて，けっこうみんな色々あるんですね。
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ちょっと気が楽になりました。あと，僕は小さいときアントニオ猪木の大ファンでした（笑）。
監督：セッションを終わりにしましょう。（一同拍手）
3）考察
i　テクニックについて
トラウマとサイコドラマに関して，Kellermann＆Hudgins（2㎜），　Dayton（2000），　Hudgins
（2002）らアメリカの心理劇療法家を中心として，その効果的アプローチが議論されてきた。また，
「古典的」と呼ばれる個人焦点型のサイコドラマにおいては，その底流に「主役の現在の葛藤は過去
の何らかの心的外傷に関わる」という考え方が存在しており，実際に，ウォーミングアップを経なが
ら過去のあるトラウマ的な体験に遡って直面化と統合化を達成させるというプロセスは，しばしば目
にするところであろう。しかしながら，日本におけるサイコドラマのトラウマへの適用については，
高良（2002，2008），小笠原（2001）らの報告があるにとどまっており，わが国では，個人がこれま
で封印していた痛ましい記憶を集団メンバーの前で明らかにすることへの抵抗がいまだ根強く残って
いることが考えられる。
　すでに述べたように，トラウマ回復過程では，安全に回想させること，あるいは，再体験させるこ
とが不可欠であると多くの研究者が指摘している。また，自我異質的で断片化された「トラウマ記憶」
を自我親和的で統制された「物語記憶」に変換させることの意義についても報告されてきた。した
がって，サイコドラマにおいても，いかに安全に再体験させるか，そして，いかに新しい物語記憶を
個人に獲得してもらうかが問われており，そこに，適切かつ効果的なテクニックの開発が求められる
理由が存在している。
　高良（2002）は，トラウマワークにおいて，できるだけ安全に再体験を促すための留意点として
以下の9点を挙げた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
①トラウマワークの前提条件として集団の凝集性と受容度を高めておく
②言語化（speak　out）から行為化（play　out）の展開を意図する
③行為化（play　out）を通してトラウマ記憶から物語記憶への変換をめざす
④未解決な課題（unfinished　business）とv・う考え方をおさえておく
⑤過去の傷ついた子どもを現在の大人が癒すという主題を意識しておく
⑥加害対象あるいは内的自己への和解を最終目的とする
⑦直面化においては遊び心（playful）を意識する
⑧統合化においては未来投影（future　projection）を利用する
⑨シェアリングにおいては普遍性（universarity）に注目する
　さらに，具体的なセッションで使用するテクニックとして以下の3点を加えた（高良2008）。
①ボディガード・ダブル：いわゆる分身である。トラウマに関わるサイコドラマでは，できるだけ早
期にダブルを付ける。本事例では，「ボディガード」として登場した。ボディガードは，常に主役の
傍らに位置し，主役を補助し，支持し，励ましのことばをかける。この技法によって，主役は，孤独
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に陥ることなく困ったときにいつでも助けを求めることが可能となる。
②ミラーテクニック：クライエントである主役は，自らのトラウマ体験をドラマ上で再現することが
求められる。この再体験を直接本人自身に演じてもらうことは，ときとして相当の負荷をかけること
になり，主役の健康度によっては注意が必要である。そこで，監督は，主役が直接演じるのではなく，
他の誰か（ダブル）に自分自身を演じさせ，それを外から見ているという構造を導入する。この離れ
た位置に立つ「ミラーポジション」によって，主役は，自身の言動を鏡を見るかのように客観的に観
察できる。そこでは，知性化が促進され一方で情動は抑制される。
③救済主題
　トラウマ体験の中核にあるのは，個人の圧倒的な無力感である。そこには，何もできない，できな
かった自分がいる。トラウマ記憶が，しばしば曖昧で「覚えていない・・」といった解離が生じる底
流には，個人に有する能動性や自発性，あるいは，生へのエネルギーといった欲動が根こそぎ無力化
されるという事態が存在している。したがって，そこで扱う必要があるのは，無力化されたかつての
自分を救済するという主題であり，成熟した現在の大人が，過去の傷ついた子どもを助けるという展
開こそ新しい物語記憶に求められている。
ii怒りと罪責
　一般的とまでは言えないまでも，サイコドラマでは，しばしば怒りをテーマとして取り上げる。ト
ラウマワークにおいても，加害対象への怒りの表出はしばしば扱い得る主題である。しかしながら，
怒りの表出はそれだけで相当のエネルギーを要するので，前提として，主役個人がエンパワーされて
いることが必要である。その点において，私は，怒りの表出についてはきわめて慎重である。なぜな
ら，加害対象を前にしたときの個人は無力化されているからであり，サイコドラマセッションにおい
て，主役はいまだ怒れるほどの準備状態にはないことが多いからである。したがって，過程に応じて
怒りを扱うとしても，まずはその前に主役に力（パワー）を与えなければならない。その作業を十分
に行った上ではじめて「怒り」を扱う。さらに，怒りの表出の後に生じる罪責主題を扱うことを意図
する。とくに，日本人の場合，怒りの後に生じる罪責主題の登場は必至の帰結と言ってもいいのでは
ないか。これは，いわゆる，怒った後に生じる「すみません」感覚であり，この罪責主題が私たち日
本人特有の国民性から由来することは否定できない。今後，怒りの表出と罪責主題の関係は，異文化
問題の1つとして重要なテーマと成り得るであろう。そしてそこで焦点が当てられるのが「和解」と
いう主題である。
iii和解することの意味
　悪夢やフラッシュバックという形のトラウマ記憶の再生が，記憶の処理において適切に作用しない
のは，過去の体験出来事のいくつかの要素が統合されず，自分自身の物語記憶として成立していな
いからである。すなわち，起こっていることの全体像を意識に統合することができず，出来事の感覚
的および1青緒的要素は個人の記億やアイデンティティに組み込まれないで，通常の意識から孤立して
取り残されている。この断片化こそが解離の正体であり，PTSDの特徴である。したがって，トラ
ウマ性の記憶の治療においては，まず，解離した自己への恐1布心，すなわち，トラウマに関する思考
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の恐怖と恥辱の感覚を克服することが求められる。それは，解離したトラウマ記憶への恐怖心に立ち
向かい，自己のコントロールのもとに，記憶を統合させることを意味する。そして，トラウマ記憶が，
しばしば自己の尊厳にダメージを負わせる体験であるがゆえに，個人の尊厳性の回復も治療的に大き
な課題となる。
　そこで，サイコドラマにおける「和解」に治療的意味を見出すことができる。私の考える「和解」
には以下の5点の意味を内包している。
①解離したトラウマ記憶への恐臨ひに立ち向かわせる。
②トラウマに関わる恥辱の感覚からの脱却をはかる。
③トラウマ記憶を物語記億に変換させるための橋渡しの機能を，果たす。
④自己と自己以外という現象としての解離を繋げる，あるいは埋める役割を果たす。
⑤トラウマによって傷ついた個人の尊厳の回復をもたらす。
　すなわち，かつての無力な子どもとの「和解」を通して，現在の「私」と過去の「私」との間で平
和的な交流が達成され，時を一にして，トラウマ記憶への恐怖心とそれに関わる恥辱の感覚からの脱
却が達成される。さらに，「和解」は，架け橋のごとく，分断された自己同一性を繋げ過去の記憶
と現在の記憶を繋げ　トラウマ記憶を物語記憶に繋げる。その結果，自己と自己以外との解離を埋め
る。そして，これらのプロセスは，トラウマによって傷ついた個人の尊厳の回復をもたらすであろう。
　ところで，和解について考慮するべきところは，必ずしも対象との和解を求めないということであ
る。たとえばレイプのような犯罪的行為の場合，その加害者への和解はあり得ない。すなわち，サ
イコドラマの過程では，対象との和解ではなく，自己との和解が問われる。もっとも，自己との和解
が完成するとき，個人がエンパワーされ，その後，ようやく対象に立ち向かい，結果として対象との
和解へのプロセスを見ることがある。
6．おわりに
　トラウマとは，脅威となった出来事をさすのか，あるいは，異常体験によって生じた心理的プロセ
スをさすのか。また，トラウマ性記憶とは，トラウマを生じさせた出来事の記憶をさすのか，あるい
は，トラウマとしての性質をもった記憶をさすのか，いまだこれらの概念に不明瞭なところがあるこ
とを否定できない。そして，トラウマに対する集団の治療的効果については，その必要性が論じられ
ている割には，いまだ実証的な研究は発展途上にあると言わざるを得ない。要するに，トラウマへの
臨床心理学の発展はこれからなのである。
　本論では，トラウマの精神医学的歴史を概観し，集団精神療法のもつ治療的促進要素について経験
知を通して論じた。さらに，集団精神療法としてのサイコドラマに焦点を当て，臨床素材を例示して，
その過程で使用されるテクニックの問題とテーマとしての「和解」の意味について考察した。
　今後は，トラウマワークの臨床実践例を積み重ねながらの検証が求められるであろう。引き続き，
「トラウマ記憶は表現されなければ癒されない」という命題と真摯に向き合いながら，より安全で効
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率的な臨床心理学的援助法を模索していく必要性を感じている。とくに，身体感覚を重視するサイコ
ドラマという手法には，記憶の変容過程に関わる上で多くの治療的可能性が潜んでいるものと考えら
れた。そして，本論がその可能性を現実にするための礎の1つになることを期待している。
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